
第１学年 算数科指導案                          

                                場 所：１年生教室 

       授業者：          

１ 単元名 「たしざん」 

 

２ 単元の目標 

・繰り上がりのある加法の計算を用いて身のまわりの問題を解決するなど，加法を生活や学習のなかで活用し

ようとしている。(関) 

・繰り上がりのある加法の計算方法を１０のまとまりをつくることに着目して考える。(考) 

・1位数と 1位数をたして，和が 11 以上になる繰り上がりのある加法の計算が正しくできる。(技) 

・1位数と 1位数をたして，和が 11 以上になる繰り上がりのある加法の計算方法を理解する。(知) 

 

３ 指導にあたって 

（１）教材観 

この単元に関わって，学習指導要領には，以下のように，述べられている。 

 

 

 

 

 

本単元では，１位数と１位数をたして和が１１以上になる加法の計算原理や方法を理解し，正しく計算でき

るようにしていく。 

これまで児童は，数について，１位数どうしの加法，１０以下の数から１位数をひく減法，１０より大きい

数の構成，１０＋６や１２＋３のような計算や３つの数の計算などの学習を通して理解を深めてきている。そ

こで本単元では，「１０より おおきい かず」で学習した１０といくつの考え方や，３つの数の計算で学習

した加数分解の素地となる考え方を生かして，計算の仕方の指導に重点をおき，繰り上がりのある加法につい

て理解させていく。 

本単元においても，具体的な場面に基づいて計算の意味を理解し，児童が自らこれまでに学習してきた計算

の仕方などを活用して新しい計算の仕方を考え表現できるようにすることをねらって，半具体物を操作しなが

ら説明することに力を入れる。繰り上がりのある計算は，途中で「１０のまとまり」をつくって「１０といく

つ」を考えられるようにしたい。 

そして，次の繰り下がりのある減法の学習で，減加法と減々法のどちらも被減数を「１０といくつ」に分けて

考えることに繋げる。さらに，簡単な場合の２位数などの加法，減法の学習を確実にしていきたい。 

（２）児童の実態(男子１１人 女子６人) 

本単元「たしざん」に関わる児童の実態は，以下のようであった。（１７人中） 

問題のねらい 正答人数 多かった誤答など 

合併や増加の場面をとらえ，加法の立式をし，答えを求めることができる。 ６ 答えに単位をつけ忘れている。 

５から９までの数の合成・分解を理解している。 １１ 「○は△と□」を，「○＋△＝□」と考えている。 

和が１０以下の加法の計算ができる。 １５ ７＋２＝１０（２），４＋６＝９ 

合併や合成の問題場面を正しく捉え，何を求めるのかを理解する力が十分身についていない児童がいる。ま

た，数の合成や分解について，言葉の意味を理解できないために，答えを導き出すことができない児童もいる。

和が１０以下の加法の計算は，ほとんどの児童ができるが，計算の習熟が十分ではないために正確に計算でき

ない児童もいる。 

A（２）加法及び減法の意味について理解し，それらを用いることができるようにする。 

 ア 加法及び減法が用いられる場合について知ること。 

 イ 1 位数と 1位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が確実にできること。 

〔算数的活動〕 

イ 計算の意味や計算の仕方を，具体物を用いたり言葉，数，式，図を用いたりして表す活動 



４ 研究主題に関わって 

（１）思考力・判断力・表現力のとらえの明確化と，それを高めるための学習過程の工夫（研究内容①） 

本時の思考力・判断力・表現力を，次のようにとらえた。また，それらを高めるために手立てを次のようにす

る。 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（２）授業の役割を明確にした単元指導計画の作成（研究内容②） 

単元指導計画参照 

（３）基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る学習活動と評価の工夫のあり方（研究内容③） 

○一単位時間の終末における指導の工夫 

授業の終末に，練習問題に取り組み，学習内容を確かにする活動を位置付ける。Ｐ９６鉛筆２，Ｐ９７鉛筆３

の問題では，１０のまとまりを意識できるように，プリントを準備し，図で取り組む。そして，答えを求めた後

に，ブロック操作で確認させることを通して，学習内容の理解を深め定着を図る。教師は，計算の仕方が十分身

についていない児童を中心に，指導援助を行う。  

○実態把握から定着の弱さを補充する時間の位置付けの工夫 

和が１０以下のたし算や１０に１位数をたす計算の技能が十分でない児童がいることから，朝学習の時間に，

復習の時間を設けて技能の定着を図る。その際には，答えを求めるだけでなく，ブロック操作をして，１０のま

とまりを意識しながら，再確認できるようにする。また，問題場面を捉えることができない児童やブロック操作

のできない児童については，休み時間などを使って，具体物や半具体物を用いて意味を視覚的にとらえ言葉と結

びつけさせるて考えさせるなど，一人一人のつまずきを把握した上で支援をする。計算の技能については，「計

算カード」を使った練習を家庭学習として位置づけ，確実に計算できるようにしていく。 

【本時の思考力】 
○１０のまとまりをつくれば計算
できそうだという解決の見通し
をもつこと。 
○キーワード「１０のまとまりを
つくる」をブロック操作や図で
確かめたことをもとに，まとめ
を話すこと。 

【本時の判断力】 
○ブロック操作と図を「１０のまと
まりをつくる」という視点で結び
つけて考えられること。 
○問題の１つ目の考え方と同じよ
うに，問題の２つ目を図で筋道立
てて考えられること。 

【本時の表現力】 
○ブロック操作や図で，自分なり
の考えを表現できること。 
○相手に伝わるように，自分の考
えを順序立てて説明すること。 

【思考力】 
課題を結論に導く過程に働く，考
えを進める数学的な考え方や，解決
の手法としての数学的な考え方を
活用して自分なりの結論を導き出
す力 
 

【判断力】 
解決の見通しや解決の過程，その
結論の正否を明確な根拠をあげて
論理的・合理的に導き出す力 

【表現力】 
数学的な用語、記号などを用い

て，問題の解決過程における考え方
や処理の仕方や結果を分かりやす
く表したり，説明したりする力 

【思考力を高める手だて】 
 
○既習を想起させ，比べること
（似ているところ，違うとこ
ろ）で課題を導き出せるように
する。       →（１） 

 
思考力を高める手立て（１） 
・前時と比較して，被加数が違っ
ても，被加数の方で１０のまと
まりをつくれば計算できそう
だという解決の見通しをもつ
ことができる。 
 
○振り返りの場での，より確かな
実感・納得へ導きだせるように
する。        →（６） 

 
思考力を高める手立て（６） 
・板書で，「１０のまとまりをつ
くる」をキーワードとして確認
した後に，まとめを書くように
する。 

【判断力を高める手だて】 
 
○磨きあう場での判断にせまる
場を位置づける。   →（４） 

 
判断力を高める手立て(４) 
・全体交流において，ブロック操
作が図のどこになるのか考え
を結び付けさせ，「１０のまと
まりをつくる」という共通点が
見付けられるようにする。ま
た，既習の考え方を活用して考
えを進めたよさを価値付ける。 

 
○２つ目の問題を位置づけ，そこ
から有効性を判断し，一般化さ
せる。        →（５） 
 
判断力を高める手立て（５） 
・問題の２つ目は，前の数が７で
あることをとらえ，「図で同じ
ように考えることができる
か。」と投げかけてから取り組
ませる。 

【表現力を高める手だて】 
 
○言葉や図，式で表現する活動を
位置づけ，考えを表現させる。 

→（２） 
 
表現力を高める手立て（２） 
・個人追究で全く歩み出せない児
童には，「１０のまとまりを作
って考える」ことを想起させ，
ブロック操作の過程を一緒に
考えた後，自分で進めていける
ように助言する。 
 
○数学的な表現を明確にする。ま
た，ペア交流を位置づけ，相手
意識をもたせたり，相互評価さ
せたりする。     →（３） 

 
表現力を高める手立て（３） 
・順序を表す言葉を使って説明で
きるように話型を提示し，相手
意識をもって，自分の考えを話
す場を位置づける。 



５ 単元指導計画 

第１学年｢たしざん｣全８時間                            A:「知識・技能の定着を図ることに重点を置く授業」 B:「知識・技能を活用し，思考力・判断力・表現力などを育むことに重点を置く授業」 

小単元 
引き出す授業 
たしざん 

高めていく授業 
たしざんカード 

時 １ ２（本時） ３ ４ ５ 

ねらい 

９＋４のような被加数の方が大きい繰り

上がりのある加法の計算について，ブロッ
ク操作をしながら考える活動を通して，被
加数の方で１０のまとまりをつくるとよい

ことに気付き，計算の仕方を半具体物の操
作をしながら考えることができる。 

８＋３のような被加数の方が大きい繰り

上がりのある加法の計算の場合も，ブロッ
ク操作や図で考える活動を通して，被加数
で１０のまとまりをつくるとよいことに気

付き，計算のしかたを考えることができる。 

４＋８のような加数の方が大きい繰り上

がりのある加法の計算について，ブロック
操作をしながら考える活動を通して，加数
の方で１０のまとまりをつくるとよいこと

に気付き，計算のしかたを考えることがで
きる。 

７＋８のような被加数と加数が同じくら

いの大きさの加法の計算を，ブロック操作
をしながら考える活動を通して，加数分解
や被加数分解のどちらの方法でも計算でき

るよさに気付き，１位数と１位数をたして
和が１１以上になる加法の計算に習熟す
る。 

計算カードを順番に並べて，答えが同じ

になるカードの並び方について考える活動
や計算カードを用いた計算の練習を通し
て，１位数と１位数をたして，和が１１以

上になる繰り上がりのある加法の計算が確
実にできる。 

 

授業展開 B  B  B     A A 

主な 

つまずき 

数えたしをして，１０のまとまりをつく

ることが理解できない。 

数えたしをしている。 被加数分解の図のかき方を間違える。 加数分解と被加数分解を混乱する。 正しく計算ができなくて，同じ答えのカ

ードの並び方が見いだせない。 

主な 

つまずき 
への 
指導援助 

９に１ずつたしていくとき１０ができる

ことを押さえ，１０のまとまりをブロック
操作，言葉，図でもつくることを確認する。 

１０になる補数を素早く言えるようにす

る。図の過程を言葉で説明できるようにす
る。 

ブロック操作をしながら図のかき方を確

認する。 

加数分解で考えさせる。 ９＋９を中心にまわりのカードの答え

を，加数や被加数の増減から推測させてい
く。 

  主 
  な 

  学 
  習 
  活 

  動 

問題を提示する 

９にんであそんでいます。そこに４

にんやってきました。みんなでなんに
んになったでしょう。 

課題を確認する 

９＋４のたしざんのしかたをかんが

えよう。 

個人追究をする 

○ブロックを用いて，数えたしをして求め
る。 
○９に１をたして１０をつくり，ばらの３

を合わせて求める。 
確認する 
○９はあと１で１０だから，４を１と３に

分け，９と１で１０のまとまりをつくり，
１０とばらの３で１３になること。 
○加数分解の場合の図を使った計算のしか

た。 
まとめる 

練習に取り組む 
教科書Ｐ９６鉛１ 

あといくつで１０になるかをかんが

えて，１０のまとまりをつくる。１０
とのこったばらのかずをたすと，けい
さんできる。 

問題を提示する 

８＋３のけいさんのしかたをいいま

しょう。 

課題を確認する 

まえのかずが８のたしざんのしかた
をかんがえよう。 

個人追究をする 
○ブロックを用いて，８の１０に対する補

数が２なので，３を２と１に分ける。１
０のまとまりと１を合わせて１１と求め
る。 

○ブロック操作と言葉を合わせて説明す
る。 
確認する 

○８や７の場合にも，９のときと同じよう
に１０のまとまりをつくって計算すれば
よいこと。 

まとめる 

やっぱり，まえのかずが８や７のと

きも，１０のまとまりをつくれば，か
んたんにけいさんができる。 
練習に取り組む 

教科書P９６鉛２ 
P９７鉛３ 

 

問題を提示する 

リスがきのうえに４ひきいます。そ

こに８ぴききました。みんなでなんび
きになったでしょう。 

課題を確認する 

 うしろのかずがおおきいかずのたし

ざんのしかたをかんがえよう。 

個人追究をする 

○加数分解  ４と６で１０  
１０と２で１２ 

○被加数分解 ２と８で１０  

１０と２で１２ 
確認する 
○８はあと２で１０だから，４を２と２に

分け，２と８で１０のまとまりをつくり，
ばらの２と10で１２になること。 
○後ろのかずで１０のまとまりをつくる被

加数分解の方がが簡単にできること。 
○被加数分解の場合の図を使った計算のし
かた。 

まとめる 

 うしろのかずが大きいたしざんは，

うしろのかずで10のまとまりをつく
るとぱっとけいさんができる。 

練習に取り組む 

教科書P９７鉛４ 

問題を提示する 

りんごがちいさいかごに７こ，おお

きいかごに８こあります。あわせると
なんこになるでしょう。 

課題を確認する 

 かずのさがすくないしきのけいさん

のしかたをかんがえよう。 

個人追究をする 

○加数分解  ７と３で１０  
１０と５で１５ 

○被加数分解 ２と８で１０  

５と１０で１５ 
確認する 
○加数分解の考え方でも被加数分解の考え

方でも，どちらもできるので，どのよう
にしたら１０がつくりやすいかを考えれ
ばよいこと。 

まとめる 

練習に取り組む 

教科書P９７鉛５ 

まえのかずで１０のまとまりをつく
っても，うしろのかずで１０のまとま
りをつくっても，どちらでもけいさん

ができる。 

練習に取り組む 
○計算カードで計算の練習をする。 
問題を提示する 

カードをつかってたしざんのれんし
ゅうをしましょう。 

課題を確認する 

たしざんが正しく計算できるように
しよう。 

個人追究をする 
○計算カードを使ってたし算の練習をす
る。 

○答えが同じになるカードに同じ色をぬ
り，並び方について考える。 
確認する 

○答えが同じカードは，全部右下がりに並
んでいること。 

○右横の向きには，被加数が１ずつ減って

いること。 
○縦下の向きには，加数が１ずつ増えてい
ること。 

まとめる 

たしざんカードをじゅんばんになら

べると，こたえがおなじになるカード
はななめにならんでいる。 

練習に取り組む 

 計算カードを使い，たし算の練習をする。 

評価規準 

繰り上がりのある加法の計算のしかた

を，１０のまとまりをつくることに着目し
て考え，それを説明している。【考え方】 

被加数が８や７の場合も，前時の被加数

が１０の場合と同じように考えれば計算で
きると考えている。【考え方】 

１位数と１位数をたして，和が１１以上

になる加法の計算のしかたを，被加数分解
で考えている。【考え方】 

１位数と１位数をたして，和が１１以上

になる加法の計算を加数分解や被加数分
解でできる。【技能】 

１位数と１位数をたして，和が１１以上

になる繰り上がりのある加法の計算が確実
にできる。【技能】        



 
 
 

小単元 
高めていく授業 
たしざんカード 

生かす授業 
まとめのれんしゅう 

時 ６・７ ８ 

ねらい 

「カードゲーム」のやり方を理解し，計
算カードを使ってペアやグループでゲー

ムをすることを通して，楽しく計算の習熟
を行い，繰り上がりのある加法の計算が確
実にできるようにする。  

 

まとめの練習問題に取り組むことを通
して，繰り上がりのある加法の計算につい

ての基本的な学習内容を理解しているか
確認し，それを活用して問題を解決するこ
とができる。  

授業展開 A   A  

主な 
つまずき 

計算をしないで，かんで答えを言う。 既習事項を使って，問題を解くことがで
きない。 

主な 
つまずき 
への 

指導援助 

能力の差が大きくならないようなグル
ープにする。出題者，回答者を交代しなが
らやる。共にできるようになることをめざ

す。 

教科書，ノート，掲示などで振り返り，
問題の意味を確認する。計算の過程はブロ
ック操作で確認する。 

主 
な 
学 

習 
活 
動 

問題を提示する 

 カードゲームをしよう。 

課題を確認する 

 すばやくけいさんができるように
しよう。 

ペアで追求をする 
○おおきさくらべ 

とったカードの答えの大きさ比べを
する。 

グループで追求をする 

○カードとり 
数を１つ言い，答えがその数になる
カードをとる。 

○カードとり 
カードの式の部分を見て，答えが同
じになるカードをとる。 

まとめる 

やっぱり，こたえがおなじなるカー

ドがなんまいもある。 

練習に取り組む 
 計算カード 

 
 

問題を提示する 

「まとめのれんしゅう」のもんだい
をかんがえよう。 

課題を確認する 

 たしざんのれんしゅうをしよう。 

個人追究をする 
○答えを準備しておき，自己採点が  

 できるようにする。 
○教科書の問題が確実にできた児童 
 は，補充問題に取り組む。 

 
 
 

評価規準 
１位数と１位数をたして和が１１以上
になる加法の計算が確実にできる。【技能】 

１位数と１位数をたして和が１１以上
になる加法の計算が正しくでき，それを
活用して問題を解決できる。【技能】 



６ 本時のねらい 
  ８＋３のような被加数の方が大きい繰り上がりのある加法の計算の場合も，ブロック操作や図で考える活動を通
して，被加数で１０のまとまりをつくるとよいことに気付き，計算のしかたを考えることができる。 
 
７ 本時の学習展開（２/８） 

過程 学 習 活 動 指導・援助 

 
見
付
け
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考
え
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
磨
き
合
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
振
り
返
る 

１ ８＋３の式から，加法の計算のしかたを考えるという課題を見付ける。 

 

 

・同じ所は，たし算をするところです。 

・同じ所は，今日も答えが１０より大きくなりそうだということです。 

・違うところは，この前は９＋４で，前の数が９だったけれど，今日は８だとい

うことです。 

・１０のまとまりをつくればできそうだ。 

 

 

 

２ ブロック操作や図で，１０のまとまりをつくって計算できそうだという見通

しをもち，個人追究する。 

・ブロック操作をして考える。     ・図で考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ペア交流を位置付け，自分の考えをより深める。 

 

４ 全体交流をして，よりよい考え方を追究する。 

  

 

 

 

 

  

５ 有効性の判断をして，一般化するための問題を位置づける。 

  

 

  ７ ＋ ４ ＝１１ 

 

１０   ３  １ 

   

６ １０のまとまりをつくって計算したことを確かめ，自分なりに得た結論をまと

める。 

 

 

 

 

７ 練習問題に取り組む。 
 ・教科書P９６鉛筆２，とP９７鉛筆３①③の問題に取り組む。 

 

 

思考力を高める手立て（１） 

・前時と比較して，被加数が違って

も，被加数の方で１０のまとまり

をつくれば計算できそうだという

解決の見通しをもつことができ

る。 

 

 

 

 

表現力を高める手立て（２） 

・個人追究で全く歩み出せない児童

には，「１０のまとまりを作って考

える」ことを想起させ，ブロック

操作の過程を一緒に考えた後，自

分で進めていけるように助言す

る。 

 

表現力を高める手立て（３） 

・順序を表す言葉を使って説明でき

るように話型を提示し，相手意識

をもって，自分の考えを話す場を

位置づける。 

 

判断力を高める手立て（４） 
・全体交流において，ブロック操作
が図のどこになるのか考えを結び
付けさせ，「１０のまとまりをつく
る」という共通点が見付けられる
ようにする。また，既習の考え方
を活用して考えを進めたよさを価
値付ける。 

 

判断力を高める手立て（５） 

・問題の２つ目は，前の数が７であ

ることをとらえ，「図で同じように

考えることができるか。」と投げか

けてから取り組ませる。 

 

思考力を高める手立て（６） 

・板書で，「１０のまとまりをつくる」

をキーワードとして確認した後に，

まとめを書くようにする。 

 

評価規準【考え方】 

 

 

 

 

☆ブロック操作と図を比較・検討し

て，結びつける活動の中で，根拠

を明らかにして，より論理的に考

えることができる。 （行動力） 

 

１０のま

とまりをつ

くればでき

そうだ。 

８のときも，９とおな

じように，１０のまとま

りをつくれば，けいさん

できそうだ。 

ブロックやずでかん

がえれば，けいさんで

きそうだ。 

８＋３のけいさんのしかたをいいましょう。 

まえのかずが８のたしざんのしかたをかんがえよう。 

やっぱり，まえのかずが８や７のときでも，１０のまとまりをつくれば，

かんたんにけいさんができる。 

７＋４のけいさんのしかたをかんがえよう。 

 被加数が８や７の場合も，１０

のまとまりをつくって考えれば

計算できると考えている。    

 

 

８ ＋ ３ ＝１１ 

 

   ２  １ 

  １０ 

 

 

（はじめに） ８は あと２で  

１０ 

（つぎに）   ８に ３の なかの

２を たして 

１０ 

（だから）   １０と １で １１ 

 

   
  □ 
  □ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■ 
■   ■ 
■   ■ 
■   ■ 
 

（はじめに） ８に ２をたして 
１０ 

（つぎに）  １０に のこりの 
１をたして １１ 

（だから）  こたえは １１ 

１０のまとまりをつくる 



 


